









ク ラ フ ト 再 考
主としてその産業的側面か ら
熊 倉 順 吉
1は じめに
この学会で私 がクラフ トにつ いての所 見の一端 をのべ たのは3年 前 の ことだ
とおも う。 当時 は量 産文明 が巨大化 し,そ の拡大 と変革 は限 りな く繰 返 えされ
る経済的昂揚期 で もあった。工 業化 社会 の推 進役 を果 した工 業デザ イ ンにとっ
て は,ま さに花 のデザ イ ン時代 をお もわす時期で あった にちがい ない。
しか し現実 には,技 術 文 明が生 み出す否 定的側面 は,不 安 と危 機意識 を昂 め,
あ らためて,人 間 ともの とのか かわ りが問 われ 出 して もいた。 これに対応 す る
一つ の手段 と して,手 仕 事 を基 調 と した クラフ トへ の期待 が昂 ったの も不思議
で はない。 この期待 も,い まお もえば果 して どれほ どの究迫性 があったの か。
多様化 とはいい なが ら没個性的,画 一化 の傾 向 は色濃 い時代 だ った と言 えな く
もない。
長 い問,日 本 の クラフ ト運動 の一隅 にあ った私 は,形 式化 したク ラフ トの現
実 が,真 実,こ の期 待 にこた え得 るの か と自問 を く りか えして もいた。 クラフ
ト不振 とい う拭 い去 れない実感 は,実 作者 と して,内 省的 に傾 いて いたの だ。
この不振 の原 因 を探 るの に,あ えて,ク ラフ トを囲 む外的要因 に 目を伏 せ たの
も,理 由 な しで は な い 。 ま ず,も のづ く りへの 人間の姿勢 や道 具 との
かかわ りに,照 射 の光 をあて ることが,不 振 を解 くための大 きい鍵 で あるはず
だ。 みず か らへ の反省の意 味 も否 定 は しな い 。 し か し,問 題 の解 明 は,
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クラフ ト創造 の原 点で あ るものづ くりの姿 勢 にこそ,見 出 され るべ きだ とい う
のが私の 自覚 であ ったのだ。
以 来,3年 の歳 月は社会 やデザ イ ンの世 界 を大 きく変貌 して しまった。特 に
昨年の石油パニ ックは,人 間 にとってデザ イン とは なにか とい う問題 を,き び
し く問 いかける大 きな契機 ともな りえた。
けれ ども私の3年 前 の クラフ トへ の反 省 は,い ま も,毫 も変化 は して いない。
そればか りか,も のづ く りの姿 勢 を執拗 に追求す ることこそが,ク ラフ ト創造
の原点だ とい う確 信 は,よ り一層固 い。
も ともとク ラフ ト運 動 は文化運動 的側 面 と産業的側 面 が車の両輪 のよ うに円
滑 に作動す る ところ に成立す る と考 えることがで きる。 かって の発言 は,も の
づ くりの姿勢 を自覚的,根 源的 に問い かける視 点か ら,ク ラフ ト像 をまさ ぐる
試 みだ。 その ため にクラフ トの産業 的側 面 に触 れ なかったの は,あ るい は,ク
ラフ ト論 の不備 を残 したの か もしれ ない。
いま,本 稿 で クラフ トの産業 的側 面 に注 目 しよ うとす るのは,こ の不備 を補
う考 えか らで はない。一部で は クラフ ト運動挫折 の声 さえ聞 かれ る今 日だ。い
まこそ きび しい クラフ ト運動 の現 実 を見据 え,新 らたな クラフ ト論へ の一つ の
視点 を獲得 す る試 み を企 てたい。
そのため には問題 をよ り具体 的 に展開す る必要 か ら,一 つ の陶業地,信 楽 を
爼上 にのせ ることを許 されたい。 この試 みは,信 楽 が,暮 しの用具づ くりの歴
史 を貫 きとお した伝 統産業 の一 典型で あ り,き わめて生産 的 な陶業地 で あ ると
い う理 由のみでは ない。私 に も,さ さやかだ が,ク ラフ ト産 業のデザ イ ンに加
担 した体験 も持 ちあわせ て もいる。 その中で も,か かわ って きた他の産地,京
都 や 多治見,美 濃地方 に比 較 して,信 楽 には遥 かに大 きく傾斜 した私の 歩み が
堆積 されてい る理 由 にも もとつ いて い る。
もともと,ク ラフ トは伝統 産業 を基盤 と して成立 し,伝 統 産業 は適切 なコ ミ
ュニテ ィー から生 れ るものだ と考 える ことがで きる。信 楽 とい う伝統産 業の産
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地 を顧み る行為 は,と りもなお さず,信 楽の,否,日 本の ク ラフ ト運 動の現実
を見通 し,そ の未来 を予見す る行為 にっ なが ると考 えて よいはず だ。
しか し,ク ラフ ト運動 の推進 を阻 む伝 統産 業産 地 にひそむ潜在的要 因 は,い
まや,顕 在化 の傾 向 を顕著 に現 わ して も きた。産 地 が,侵 入す る大 きい外部エ
ネルギー に,ゆ さぶ られ,侵 蝕 されてい く現 実 を,一 っ と りあげて も,危 機感
を拭 うことは出来 ない。
この現実 を突 き動 か し,開 かれた可能 性 を信 じるため には,ま つ,産 地 の内
部 構造や直面す る実態 を熟視す るこ とが正鵠 を射 る一つの有効 な方法 で は ない
のか と思 われ る。
以下,若 干 の考察 を試みた い。
II信 楽につ いて
信楽 の クラフ トデザイ ン協 議会 が誕生 したのは1963(昭和38)年5月の こ とだ
った。 クラフ ト運動 の一拠 点 となった京都 に,京 都市 クラフ トセ ンターや京都
クラフ ト協議会 が発足 す る半年前 に溯 る日本 クラフ ト運動胎動 の季節 で あ った
のだ。
因 に,ク ラフ ト運 動推進 に関係 あ る当時 のデザ イ ン界 の主 な出来 ご とを拾 う
と11〕1958年には銀 座,松 屋 にグ ッ ドデザ イ ンコーナ ーが設置 されて い る。 グ ッ
ドデザ イ ン運動 は クラフ ト運動 に大 きい影響 を与 えた と言われて きた。 又,同
年4月 には,京 都市 クラフ トセ ンター設置 の母体 になった京 都市経済局 に工芸
係 が発足 した。1959年3月,東京,丸 善 に クラフ トセ ンター ジャパ ンが誕 生 し,
6月 には松屋 にニ ュー クラフ トセ クシ ョンが出現 してい るのだ。8月 には スェ
ーデ ンの著名 なデザイナー,リ ン ドベ リーが来 日 し,氏 が私宅 を訪 ねて くれた
記憶 はいまも生 々 しい。1960年は世 界デザ イ ン会議 が東京で 開 かれたが,日 本
手工芸対米輸出 計画の実施 をみたの もこの年の出来 ごとであ ったの だ。第1回
世 界 クラフ トマ ン会議 がニ ュー ヨー クで 開催 されたのは1964年6月,等 が概略
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の状況 だ。
しか らば,そ の頃 の信楽 は どの よ うな樺相 かと言 えば,怒 涛 さかま く時代の
形 容 がふ さわ しい。 かっては,日 本人 の唯一の暖房器具 で あった と言 って も過
言で はない火鉢 の,全 国 生産90%の シェ アを誇 ったのは信楽 だ。 ところが昭和
30年代の 日本の社会 や経 済構 造の変革 は,生 活様式 の激変 や燃 料革命 を促 した。
国民生活 に火鉢 を必要 としない生活 が出現 したので ある。当然,信 楽 は生産 の
大転換 を強 い られ,生 死 の関頭 に立 った この町 の苦悩 は色 濃 く,暗 かった。
この苦悩 か ら脱 出 し,信 楽陶業 の底辺 を支 える生産 の転 換 は,火 鉢 か ら植木
鉢 への道 が選 ばれた。伝 統の大 もの陶器づ くりの特技 を生 か した転換 で あった
ことは言 うまで もない。中世的生産機構 か ら脱 出す るために,時 を移 さず実施
された地元公設指導機 関,窯 業 試験場 が先頭 に立 つ,窯 業近代化施 策 も強 力 に
推進 されも した。
一方 ,激 動 の信楽 は その ポテ ンシャルなエ ネルギー を進展す る社会 にどの よ
うに生 か し対応 しよ うとす るのか,模 索 の道 は クラフ ト運動 にも向 けられてい
た。信楽 のク ラフ ト運 動 が,日 本 の クラフ ト運 動の歴史 の中で も,極 めて早 い
時期 にス ター トした事実 は注 目されて もよい。
信楽 は滋賀県 の最南端 に位置 し,南 は三重 県の伊 賀盆地 と京 都府の山城地 方
に界 を接 す る山地 に囲 まれた高原性 盆地 だ。私 が信楽陶 のデザ インに関係 す る
よ うになったのは1958年だ と記憶 して い るが,ち ょうど信楽 にクラフ ト運 動が
発足す る5年 前 に遡 る。
16年以前,秘 境,信 楽 に私 がデザ イ ンとい う行為 を介 して関係す るよ うにな
ったのは,そ れ な りの理 由 もあって のこ とだ った。今 日もあ ま り変化 はない よ
うだが,当 時の クラフ ト運 動は 中央集権,指 向型 に大 きく傾斜 して いた。 クラ
フ ト生産 の基盤 は地方 にあ るにもかかわ らず,地 域的特性 への認識 は浅 く,全
国画一化 への指向の強 い時 期だ った。勿 論,「 地方性」 とい われるもの の中 に
変革 を求め,洗 礼 をあびせ なければ,近 代デザ イ ンとしての洗練性 を求 め るの
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は不可能 だ。地方 に今 日のデザ イ ンの近 代的意義 を教 える前提 としての 中央指
導型の必要性 は,私 も充分 に認 識 していた。
しか し,当 時の あま りに も型 式化 した中央指向,指 導型への拭 い きれ ない疑
問 は,私 が一 地方の産地 にかか りあ う契機 となったのだ ろ う。信楽 か ら招 かれ
たと き,そ の荷の重 さに,私 は しば し畴躇 した ものだ。終 いには,信 楽 に,の
め りこむよ うになった結果 は,延 々今 日につづ いてい る。地域 の人 々 と呼吸 を
ともに しよ う。産地 を土地 ぐるみ愛 して こそ信楽 が見 えて くる。 そ こか らこそ,
新 しい ものづ く り,の 発見 と展 望 が開 かれるのだ と思 ったの であ る。
信楽 は工 業都市的要業 と素朴 な原始 的型態 がい まも共存す る,稀 有 なる陶 業
地 だ。
県立信楽 窯業試験 場の1973年の調査 による と,信 楽 には町人 口の約10%に相
当す る1370人が陶器産業 に従 事 してい ることに なって いる。業者 の数 は,略,.
110。窯 は,単 独窯,シ ャ トルキ ル ン,ト ラ ックキル ン,ト ンネル窯,電 気窯,
登窯,穴 窯,合 計 して320基に近 い。陶器の 年産総 額 は約40数億 円 と言 われて
いる。
やや煩雑 だ が,製 品 の種類 と産額 を記 してみ ることは,産 地 の性 格 をよ り具
体的 に理解 す るの に役立っ よ うに思 われ る。 まず植木鉢 が20億円。庭 園 用陶器
(テーブルセ ッ ト,花 台,水 蓮鉢,金 魚鉢,噴 水,照 明具,灯 籠,狸,ノ ベ リ
テ ィー等)が6億 円 に近 く,タ イル,壁 面装飾 陶板 な ど建材 は約9億 円。 その
他,食 卓用品 は3億 円。 又,花 器類 も3億 余円。茶陶 の1億 円余 とい うの が実
態 だ。
この数字 が示 すよ うに,信 楽 の全生産額 の半数 近 くが植木鉢 で あ り,全 国生
産 の約 去 に相 当 してい る。特 に,直 径24cm以上の大型植木鉢 は信楽の植 木鉢の
全産額 で ある約20億円の内,お およ そ15億円 を占め,全 国生産 の ほぼ全部 を独
占 して いる。 この一例 を眺め て も,い かに信 楽 が大 もの陶 器の産地で あ り,こ
れ を特 技 に生 きる産地 で あるかが了解で きるだ ろ う。 全産 額の吾 を占め る庭園
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用具 も全国比の90%以上 を占有 してい る。其他,建 材 は全生産額の 吉 ぐ らい だ
が,全 国比 の約10%に匹 敵す るとい うことだ。生産 の成長率 は,前 年 に比 し40
%近 い上昇 を示 した。 この数字 を見 る限 り信楽 の生 産 は順調 な発展 を約 束 され
て い るよ うにみ うけ られ る。
しか し,一 歩足 を踏 み こみ,信 楽 の現況 を凝視 し,咀 嚼 して み ると,必 ず し
も楽観 を許 さない状況 がみて とれ る。産地 に忍 び よる外部エ ネルギーの実体 は,
不気味 ささえ感 じさす。長 い歴 史の 日々を,黙 々 と大地の よ うな生活 を生 きぬ
いた工 人た ちの子孫 は,い ま,は げ しい開発 の嵐 をどのよ うに受け とめ よ うと
してい るのだ ろ う。産地 に浸透 す る危機構造 は,か って,火 鉢 の終焉 が生 んだ
苦悩 や,R,火 鉢か ら植木鉢 への転換 があ ま りにも円滑 に移行 したため に生 じ .
た安易感 が,業 界の体質 と化 した時の批判 とは次元 が異 り深刻 だ。
まず,ゴ ルフ人口1000万人 と言 われ る空 前の ゴルフブームが生み出す土地 開
発 に注 目 してみ よ う。総面積163平方kmの信 楽 にも既 にオー プン し,建 設 中や,
予 定 されて いるゴル フ場 ば,10指に余 るとさえ言 われてい る。都市周辺 の小 さ
な町 が,町 発展 の足掛 りをゴルフ場 に期待 す る光景 は,列 島 を覆 う風俗現象 と
化 した今 日だ。大都会 や高速 道路 にそ う遠 くない信楽 とて例 外で はない と言 い
た いの かも知 れ ない。
しか し,信 楽 は豊 かな良質 の陶土 の産地 と して,古 来 よ りあま りにも著 名で
あることは忘 れ られては な らない。 ま してや,信 楽 の陶業 はこの地下資 源が あ
って こそ存続 を可能 にして いるのだ。
ゴルフ場のみ では ない。 ニュー タウンや巨大 な レジャー施 設 な どの開発 も見
落 されてはな らない。滋 賀県 の彦根 か ら水 口を経 て,大阪の枚方 を結 ぶ国 道307
号線 の信 楽 通 過 は この町 の開発 に拍車 をかけ,列 島 を沸 かす 土 地 ブ ー ム は
この閑雅 な陶郷 にも波及 して きた。
信楽 の土 は,単 に,自 然存続 の基本条件 や都市空 間 を決 め る要 因で あるの で
は ない。比類 ない優 れた豊 かな陶土 その ものだ。陶土 は信楽 の武 器で あ り,産
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業興亡 の生 命的活 力源 であ るはず だ。信 楽 に とって土 を失 うことは産地 の 自殺
行為 にも等 しい。既 に,開 発 の進 ん だこの町で は,地 元 の陶業が使用 す る陶土
は,現 在,信 楽産 は春 に満 たない とさえ言 わ れて いる。不足 す る残 りの号 は他
産地 の陶土 に依存 す るとい う現実 は,衝 撃 だ。
因 に,信 楽地域 の窯業原料 を大別 す る と,粘 土質原料 と長石原 料 に分類 され
る。粘 土層 は花 崗岩 質岩 石 が風化 し,堆 積 した もの だといわれて きた。結 晶の
荒 い信楽 の花崗岩 は風化 す ると,ま つ,長 石 が含砂 粘土 に変 じて洗 い去 られ堆
積 して信楽 陶器 の原料 となる。美 しい松林 に映 える信楽の 白っぽい道 は,こ の
独特 の地 質 を物語 る風景 となって人 々の 目を射 る。信楽陶土 は蛙 目粘土(一 次
粘 土)と 木櫛粘土(二 次 粘土)に 概 そ分類 され,両 者の適切 な混合 か ら信楽 独
自の陶土 が生 れてい る。 この陶土 は京都で賞 用 される信楽土 とは異 質 の ものだ。
凝灰岩 を多 く含 み,粘 性,可 塑性 に富む大 もの陶器づ くりを可能 にす る適 切 な
粒土分布 を有す る土 だ とい われる。1957年刊行 の 「信楽町史tzJ)は,「この陶土
は信楽地 方一帯 の山腹,山 麓,畑 等 いた る ところに堆 積 されてお り,粗 陶 器の
原料 に適 し,採 掘 の便 と埋蔵 量 の豊富 なるこ とは将来の信楽窯 業 がいかに大規
模 に発展 して もほ とん ど無尽 蔵 な るため,廉 価 に陶土 を供給 す ることが可能 で
あ る。」と,陶 土 の豊 か さを誇示 してい るこ とに注 目 したい。町史編纂 か ら僅 か
17年,無尽蔵 で あ るはず の豊 かな陶 土は,今 日あま りにも大 きい変貌 を遂 げて
しまった ことを知 るべ きで ある。
この町の土地 と陶土 の密実 さは,た だ ちに伝統 産業の命運 を左 右す る関係構
造 を物語 って いるのだ。若 し,こ の認識 を見誤 るな らば,信 楽 は青空 や美 しい
緑 や土地 を失 うだけではない。産業 の解 体 にっ ながる貴 い陶土 を喪失す る重 大
な結果 を招 くことは,重 ねて言 うまで もない。 これがひいては,父 祖伝来 の工
人 の魂 や心 をも喪志 す る道 で あるこ とをおも うてみ るだに恐 しい。
信楽 陶史1200年の 間に茶 壺時代 や火鉢 の黄金時 代 を築 いたの も優 れた陶 土の
恩恵 によ るのだ が,陶 土 が大 もの陶 器づ くりを可能 に したばか りで はない6茶
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の保存 や火鉢 の保温 に最適で あ った理由 も大 きい。古代 よ り信 楽の山深 き森林
地 帯 は,良 材 を産 した史 実 か ら察 して も,長 い歴史 の穴窯,登 窯時代 に,燃 料
の豊 かな薪 を産 出 した こと は容 易 に想像 出来 るのだ。 この地特 有の冬の きび し
い寒 さも,陶 土 や窯 によ き影響 を与 えて きた。製陶の恵 れた条件 はすべ て具備
していたのだ。更 に,町 の適 正 な大 きさや構成 も,稀 有 な る陶業地 と して存続
した理 由 となっている。 恵 まれた環 境 に抱 かれて,伝 統産 業の基 盤 をなす コ ミ
ュニ テ ィーを崩 さず今 日に至 った歴 史 は,ま ことに貴 重だ とさえ言 えるのであ
る。
水 口,枚 方線 が国道307号線 に昇格 したの は1969年だ と思 う。 その時,町 の
為政者 は国道の信楽通過 を観 迎 した。国道誘致 がこの町 に繁栄 を斉す とい う素
朴 な直線的論理 はわか らぬで もない。 しか し,も ともと国道 は国の基 幹産業 を
結 び,そ の効率化 を狙 う トー タル な思想 によ る道路 だ といえよ う。沿道 の信楽
の よ うな小 さな町の存在 などは,た い して問題 とな る性 質 の ものでは ない。国
道 通過 がもた らす大 きい外部 エ ネルギーの侵 入 に対 して,自 然発生 的 なこの町
は あま りにも無防備です らある。
ま してや,こ の国道 が信楽 の行政,経 済,文 化,特 に産 業 の中心 をなす長野
地 区 を真二っ に分断,通 過 す るに至 って は,危 惧 の念 は ます ます大 きくなる。
コ ミュニテ ィーの分断 は,伝 統産業 の解 体 にもつ なが ることを知 るべ きだ。
無 防備,無 計画の ままで,国 の中央集 権的機構の タテ割 り行政 によ る 「上位
計画」 を,鵜 呑 み に し観迎 した ので は,到 底,伝 統産 業の よ き環境 や空 間 は保
持 出来 ない。 ま してや都 市市 民 に とって は,モ ータ リーゼ ーシ ョンの激化 は,
幹線道 路の価値 観 を大 きく変 えて しまった時代 だ。国道 の外視的便宣性 の謳歌
は,マ イカーの増大 ととも に,若 い労働 人口 が地域外 大企 業 を目指 して流 出す
る現象 とも,大 き く関胼 してい る事実 は見逃 されて はな らない。今 日の伝統 産
業 に とっては労 働人 口の 問題 は,何 処 の産地 で も,重 要且 つ深刻で ある ことは
言 うまで もない。
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国道 の みで は ない。 ゴルフ場 の開設 は,当 然ゴルフ場 従業員 を必要 とす る。
この ゴル フ場 従 業員 は小 さな山間の陶郷 では,自 ず から,や きもの人 口 に求め
る以外 に方法 は ない。計画 されてい るゴルフ場 が全部 オープ ンした暁 には,必
要 とされ る従 業員 は,産 地の全 陶器人 口を投 入 して も満 た され ないと さえ言 わ
れてい る。巨視 的展望 に立 って,産 地の全体 像 を主体的 に両構 築す る作 業 が急
がれ るこ とは,こ の一事 か らで も,充 分 に理 解 され るので あ る。 もと もと,こ
の町の明 るい表情 は楽天 的現実主義 によってい る。 しか し,ひ と.たび被害 者意
識 に襲 れ たと きの産地 の混乱 は,主 体性 の欠如 を露呈 し易 い。外部エ ネルギー
に迎 合 した己の不明は,外 に向 ってで はな く,み ず からに問い返 えされ るべ き
性 質の もので あるはずだ。開発へ の迎合 や眩 惑 は,け っ して,産 地の 自立 や復
権 には役立 ちは しない。生 か され るべ き教 訓は,い まも,信 楽 の 日常性 の中 に
山積 して いる ことを覚 るべ きで ある。
外部 エ ネルギーの侵 入 は観光 レジャーの流 行 に伴 い,産 地 の観 光化 をも促進
した。 この現 象 に拍車 をかけたのは,手 づ くりブー ムの風潮 だ。 た しか に,い
ま,人 間 は機械 的管理 の も とに置 かれ,能 動的世界 との かか わ りを失 って いる。
没個 性的,規 格化 を促 す量産文 明の息苦 しさは,生 活の変 質 を願 うの も当然 だ。
人聞 が自然 や ものの心 を大切 にす るため に 「手づ くり」 の中 に開 かれた可能性
を求め るのは正 しい。 しか し,形 骸 化 した手づ くりのイメー ジを売 りつ ける商
業主義の横行 は,レ ジャー としての手づ く りブーム を,信 楽 にも沸 きたたせ た。
商品 化 さ れ た 手 づ くりは,作 るとい う行為 よ りも,作 って いるかの よ うな擬
態 を売 りもの にす るものだ。
一方,観 光 みや げ陶器 が よく売 れる とい う風潮 は,1安易 なものづ く りを助長
し,厳 密 であ るべ き作陶 を,い っの 間 にか,無 自覚 な曖 昧 さをもみず か らに許
す結果 を招 く。 これがひいては,真 摯 なものづ くりを嘲 笑す る錯覚 さえ呼起 し,
や がて,創 造 の意欲 を も麻痺 させ るのだ。
工人 が内的 姿勢 を失 い,外 部 に向 か って欲望 が野放 図 に解放 された と き,生
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産の場 がいか ように変 容す るか と思 うだ に,恐 しい。工人 や企業 の姿勢 は,伝
統 産業後継者育成 の問題 と も無縁 で はない。大企業 よ り待遇 条件 の劣 る中小の
企業 が,優 れた後継者 を獲 得 す る道 は,心 をものづ くりに集 中す る魅 力 ある経
営 よ り他 に,方 法 が ない こ とは言 うまで もあるまい。
私 は信楽 の 日常性 の なかに,見 え,生 起す る,い くつ かの現象 を縷 々述 べ て
きた。 この考察 は,あ るいは,デ ザ イ ンの枠 をこえた問題 で はないのか と疑 れ
るか もしれ ない。 しか し,伝 統 産業 の基 底 を揺 るがす危機現 象 は,ク ラフ ト運
動推進 の可否 とも深 くかかわ って い る。
既 に,日 本の クラフ ト運 動 の先駆 的旅 立 ちの テープ を切 った信楽 クラフ トデ
ザ イ ン協 議会 は消 え うせ,今 はも うない。 この衣鉢 を受 け継 いだ信楽青 年 クラ
フ トマ ン協 会 も崩壊 して しまった。
あ ま りにも現実的 な信楽 の風土 は,未 来へ の前進 や展 開の可能性 を追求 す る
思 考や行動 を許 さないのだ ろ うか。信 楽の ク ラフ ト運 動の挫折 は,日 本 のク ラ
フ ト運 動 に語 りか ける教 訓 を,私 は学 び と りた い。勿 論,ク ラフ ト産 業 と言わ
れ るもの が,い まだ,産 業 と して定 着 し難 いのが 日本 の実情 だろ う。信 楽 も例
外 で ない ことは私 も充分 に理 解 してい るつ もりだ。
近 時,ク ラフ ト運動 の推 進 につ いて,民 芸運動 とは異 なる立場 から,ク ラフ
トの 「村への 回帰謝3)も散 見す るところだ。 しか し,果 して,「 村」 といわれ
る地 方産地の状況 は,こ の思 考 を心情 的 に理解 出来 て も,素 直 に受入 れ られ る
現 実 であ るの だろ うか。信 楽 を とりま く危機 的様相 は,多 少 とも,他 の産地 に
も共通す る同 質の もの と して体験 され てい ることを私 は知 ってい るの だ。
生活の革新 的原理 に基 くク ラフ ト運動 の推進 は,現 実 を打破 し,み ず か らを
も呪縛す る変革へ の意 志 か ら成 り立っ ものだ ろ う。 そのため には,ま ず,産 地
の現 実 を熟視 し,顕 現 す る事象 に対 して,自 覚的,根 元 的咀嚼 こそが,彼 岸へ
の第一歩 であ るべ きだ と私 は説 いて きた。可視領域 か ら不可視 なものを見出 さ
ん とす る営 み は,産 地 の現状 分析 を欠 く思 考 か らは生 れて こない と思 われ る。
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一時 の ムー ドづ く りでは,真 に,開 かれた世 界は見 えてないのだ。
IIIクラフ トにつ いて
この夏 の 出来 事であった。植木鉢 の売 れ行 きの急速 な下降現象 が信 楽 をゆ さ
ぶ り,産 地 は不況 に動揺 しは じめた。 日本経済 が かも し出す不況 が直接的原 因
で はない。 プ ラスチ ック製の植木鉢 の進 出 が産地 を直撃 したの だ と言 われてい
る。粗悪 なる代用品 に脅 える信楽 の この体質 はな にを物 語 るので あろ うか。今
日の代 用品攻 撃 による不況現 象 こそは,信 楽 が学 び奪 うべ き教訓 はあ ま りに も
大 きい。い たづ らに価格 を競 い,画 一 的植木鉢 の量産 至上体 制 の安 易 さこそ,
根 源的 に問 われるべ き時 であ る。
もと もと植 木鉢 は,転 換期 の信楽 の,底 辺 を支 える生産,で ある と言 うのが
私の理解 で もあった。売 れてい るか らといって,い つ まで も植木鉢 が信 楽の代
名詞で あって よいわけはない。大 もの陶器の,現 代建 築空 間への可能性 の大 き
さは,く りかえ し説 かれつづ けて もい る。生産 の転換 から10数年。植 木鉢 が生
産 の王座 を占める状況 はい まも動 きそ うにもない。
地元 の窯 業試験場 は10余年前,建 築 の窯業へ の要請 にこた えるための三っ の
研 究課題 を掲 げたので ある。陶器の大型 化,軽 量化,精 度化だ。 この課題へ の
窯 業技術 か らの アプロー チは,ま ず,軽 量陶器 を開発 した。っつ いて,焼 き縮
み を少 くす る精度化や大 もの肉厚陶器 の開発 には,我 国最初 の 「固型鋳 込成形」
法 を完成 してい る。
問題 はデザ インで ある。 まず,大 もの陶器 の可能性 に挑 み,信 楽 陶器の方 向
を探 る試 みだ。 「ガーデ ン ・フ ァニ チ ャー展 」の 開催 だ。 この企画 は クラフ ト
セ ンタージ ャパ ンの協 力も得 た。1963年,東京,丸 善 の画廊,セ ンター,屋 上
には,200点の作品 が ところせ ま しと並 べ られ たの であ る。建 築評論 家,神 代雄
一 郎,等 の協 力も得 られた。 その成果 は,建 築 やデザ インの世 界にか な りの評
価 を得 るこ とがで きも した。 それ にも ま して,信 楽 にとって は,産 地 の前進的
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姿 勢 を顕示 し,進 むべ き方向 をみず か らの手で ま さぐることがで きたの は,な
によ りも大 きい収獲で あ った とい えるの だ。 しか し試験場 が主体 となった この
企て に,産 地 の反応 が薄 かったのは意外で もあった。生 産の転換 が始動 しは じ
め たばか りの産地 には,ま だ,行 く手 を凝視す る矛 猶は なかったのか も しれ な
いo
だが,こ の時期 が,信 楽の ク ラフ ト運動発足 と軌 を一 に してい るの は矛盾 が
感 じられて も不思議 では ない。 考 えて みれば無理 もない ことだ。 その頃 は まだ
日本 のク ラフ ト運動 にとって は胎動 の季節 で もあったのだ。 ましてや当時 の 日
本 のデザ イ ン問題 は,多 くの場 合,産 業 の立場 からのみ論 じられ,「 生活 の要
求」 はか えり見 られ なか ったのが実情 だ。産地 の人 々が 「生活 の要求」 とい う
現代 デザ イ ンの命題 に考 え及 ぼず,ひ たす ら産 業的視点 か ら 「ガーデ ン ・フ ァ
ニチ ャー展」 を眺 めてい たと して もや む をえない ことだ ったのか も しれ ない。
開 かれた世 界 にむ かって 自己投機 を企て る行 為 は,現 時点 の生産 や取 引,を の
み重視 す る姿 勢 とは無縁 の ものだ。問題 の重 大 さは,展 望 の ない現実主義 的姿
勢 が今 日に至 るまで変 らず,持 続 され,慢 性化 の症状 を呈 してい るとい う点で
ある。
日本 の クラフ ト運 動 は敗戦 の混乱 の 中か らヨー ロ ッパ の先進 国 を範 と して出
発 した ことは,い まさら,言 うまで もない。 わけて も北欧 の影響 は大 きい。昨
秋,来 日した ブインラン ドの高名 なるデザ イナー,カ イフ ランクと行動 をとも
にす る機 会 を得た私は,一 日を信 楽 に遊 んだ。氏の初来 日が20年前で あ った 日
の想 い出 に花咲 いた とき,私 はみず か らの軌跡 を,あ らためて,お も うてみた
ので あ る。70年代,価 値観 の変 革 こそが,ク ラフ ト復権へ の新 らしい起爆 剤 に
なった ことは容易 にみて とれたので あ る。
豊饒 と繁栄 の母 体で ある技術 文明 が もた らす非人 間的状況 は,今 日のデザ イ
ンの あ りよ うを問 う転 回点 で もある。 人間 が支配す る技術 は人間 を支配 し,人
間の生活 に大 きい衝 撃 を与 えてい る。 巨大技術 文明 に対応 す る人 間の内的姿勢
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は 問われ,現 代人 が直面 す る終 末的,危 機的様相 の分析 はめ くるめ く。いみ じ
くも語 りかけ られた 「工 業デザ イ ンはイ ンダス トリア ル ・エー ジその もの をデ
ザ イ ンの対 象 とす る(410」とい う言葉 に,い までは,現 代 を超克 す る勇気 す ら感,
じられ るので はないのか。真 に,生 活 の転 轍手 の役 目を果すデザ イ ンとは,い
ったい,何 かとい うあか しはたて られ なければな らない。
「デザ インとい う仕事 の究 極の 目標 は,人 間の環境 と人間の使 う道具,さ ら
に人 間 自身 をも変革 す ることで ある(5)oJとは,パ パ ネ ックの言葉 で ある。一見,
さ りげ ない よ うにみ えるこの言葉 には変革 され るべ き人間の生活 や その空 間,
さ らに,人 間 と道具 との かか わ りよ うが,た しか な視点 か ら,あ らため て クラ
フ ト復権 の意味 を暗示す るかの よ うに見 て とれる。
一概 に,ク ラフ トと言 って も,n日,こ の言葉 が使用 され る範囲 は広 く,か
な り曖 昧だ。 「CRAFTHORIZON」 誌 を見 るがよい。 アメ リカ や イギリス
な どでは一品制作 のオブヂ ェもク ラフ トだ。 多 くの 日本の場合 の よ うに,生 活
の 実用 に根 ざ した生活用 具 を,主 と して ク ラフ トとい う通念 とは,や や事情 を
異 にして いる。 人間が 自己確 認 を試み 自己完結 を目指す芸術 が,ク ラフ トで あ
るのか ど うか,と い う問題 にはいま は触 れない。世界 クラフ トマ ン会議 に出席
したイ ンテ リァデザ イナー藤 森健 次 の話 にもあ る,多 岐 にわた る種類 と傾向の
ク ラフ トマ ンには驚 きもす る。 しか しこの現 象 はクラフ ト考察 の一っ の問題提
起 として私 は うけとめた い。
公式 論 めいた論議 は避 けた いのだ が,本 稿 で い うク ラフ トの意義 を あき らか
に して お くこ とは,誤 解 や混乱 を少 しで もな くす るのに役 立っ の かも知 れ ない。
クラフ トは手 わ ざの技芸 を指 す。 といって,手 づ くりの総 てが ク ラフ トで あ る
と理解 したのでは,ク ラフ トの積極 的,現 代 的意味 は存在 しないのでは ないの 、
か。今 日の デザ インと しての クラフ トは,現 代の クラフ ト,モ ダ ンクラフF_の
意 味だ と思 う。具体 的 に述べ るな ら,「 工業 デザ イ ンが生 み出す量 産の生活用
具 に対 して,手 仕 事の特質で あ る,温 さ,親 しさ,親 切 さが,そ の製品 に生 き
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生 きと生 か され,生 活 の要 求 に応 え,こ れを使 うことに喜 び を感 じる現 代 の生
活 用具 。 その生産 には複雑 な機械操作 を含 まない手を基調 と した中小量 生産。
さらに,全 人間性 の回復 を目指 し,現 代の生活空 間の創造 に参加す る,メ カナ
イズ されない,生 活 の用具dと でもいえそ うだ。 まさ しく,信 楽 が対応で きる
デザ イ ンで あ り,も のづ く りで あ ると思 われ る所 以で もある。
クラフ トに堅 固 なる橋 を架 け渡 そ うと意欲 を燃 や したの は,信 楽 で は,窯 業
試験 場 が起点で あった ことは重 ねて言 うまで もない。 日常活動 としての啓蒙,
指 導の みで はない。産地 指導施策 の一環 として著 名 な評論家,建 築 家,デ ザ イ
ナ ーの招聘 は極 めて熱心 だ。 その意欲 は壮 とされ,指 導機関 として果 した役割
の大 ききは充分 に評価 されて よい。
唯一つ記 してお きたい ことがあ る。永 年,私 が窯業試験 場の デザ イン問題 に
携 り,産 地 のデザイ ン推 進,開 発 面で反 省 され るべ き,公 設機 関 なるが故 に も
つ,予 盾 だ。 もともと業者や企業 にとっては,デ ザイ ンはみず か らが独 占で き
るところに魅 力があ り,力 も注 ぐことがで きるもので あるはず だ。 しかるに,
公設機 関の立 前 は,試 験場 の デザイ ンは公開,平 等主 義で あ るとい うの が,基
本原則 にな って いる。具 体的 にい うな らば,信 楽の県立窯業試験場 のデザ イ ン
は,全 県,全 信 楽の企業や業者 に総て平等 に公開 され た共 有物 で あるとい うこ
とだ。何人 が作 って も自由だ とい う共有物 のデザ イ ンに,い ったい,誰 が魅 せ
られ力 を集 中す るの か。平等,公 開主義 は,一 見,い かに も合理 的 にも見 え,
官庁 の基本原則 で あることはよ くわか る。 しか し,こ の間題 が,公 設指導機 関
の産地 デザ イン指導の大 きい障害 となってい るこ とは,誰 よりも私 が認 め ると
ころだ。問題 の再考 こそが望 ま しい。
産地 のデザ イ ン指導,開 発 は,原 則論 にこだわるこ とな く,意 欲 と能 力の あ
る企業 を,各 個指 導す るよ り他 には,方 法 はない と私 は思 うので ある。 まず,
デザ イ ンによって,栄 える企 業,を 育 て あげるこ とだ。その触 発 か ら生 れ るデ
ザ イ ンを志向す る企業 を漸進 的 に指導 す るこ とが可能 だ とい うの だ。企 業は,
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利潤 を生 む生産 活動 には敏感 に反応 す る。根源 的,現 実的実践 行為 こそ が,真
に,産 地 を新 ら しい展 開 に導 いてい くこ とになるので はないの か。
信 楽陶史 が庶民 の生 活用具づ く りの歴史 その もので あ るこ とは,大 もの陶器
づ く りが,そ の総 てで あるこ とを意味 してい るので はない。信楽 の名 を高 か ら
しめた茶陶 も,も とをただせ ば,農 民の暮 しの道具 だ。茶壺,火 鉢 につ いて は
語 る必要 もない。信楽 が民具 と しての 日用雑器 の産地 として注 目されて よい こ
とは,意 外 に知 る人 は少い。 その製品 は,食 器,土 瓶,湯 呑,皿,徳 利,神 仏
具 など多彩 だ。京焼 の影響 によ る優 れ た細工 は,良 質の陶土 と相俟 って,庶 民
の暮 しの 中にひっそ りと愛 される民具 を生 み出 して きた。 わ けて も山水土 瓶の
絵付 けの巧 さ,美 しさはか な うまい。大正初期,若 か りし日の富 本憲吉 は山深
き信楽 に赴 き,山 水土瓶 の絵付 け を習得 も してい る。汽車土瓶 の歴史 も貴 重だ。
新幹線 の むな しい茶 の容 器 を手 に した とき,旅 に趣 きをそえたで あろ う昔 の美
しい汽 車 土 瓶 が い とお しく,啓 示 を語 りか けて くれる。
柳宗 悦は 「手仕事 の 日本(6)Jのなかで信楽 の 日用雑 器 を とりあげ,注 目 して い
る。 しか し信 楽 の民具 を,民 芸 品店の店頭 に見 かけないのは私 には興味 をそえ
る問題 を提示 してい るのだ。 日本 の文化 の中の閉鎖 された特殊性 に,普 遍 性 を
主張 す るの が民芸 だ。 とす れば,信 楽 の 日用雑 器 はこの民芸 に加担す る必要 が
ないほ どの,庶 民 の くら しに密着 した 力強 くつ つ ま しい美 しさがある。
い ま,民 芸運動 につ いて考察 を行 う暇 は も うない。 ただ民 芸論 のなか にナ シ
ョナ リズ ムを見 出 し,農 本主義,禁 欲主義 を指 摘 し,こ の運 動 が農村へ の回帰
を 目指 す もの と論 じたのは吉田光 邦で あるmこ とを記 してお くにと どめ る。氏
の考察 が,今 日の クラフ トを思 考す るための一 っの有益 な視 点 を与 えて くれ る
とお もわれるか らであ る。
1200年の信 楽 のや きもの歴史 が画 く手仕 事の姿 には機能 その もの に添 うエ ネ
ルギー をみ る ことがで きる。手仕 事の回生 は今 日の声 だが,手 に人 間の内面 を
見 たの は啄木 だ。ユ ニー クな手 の文化史 を綴 ったソー レル(SIは,「手 を人生 の
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鏡」 と し,「 解 明 しがた い奇蹟 の手」 をよみ とって いる。 しか らば奇蹟 の手 は,
手 を基調 に した中小量生産の ク ラフ トに,い かに位置づ け られ発 見 され るの か。
まず,今 日の私 た ちの手 は過去 の人 間 の手 と同質で あるのか と考 えてみ ればよ
い。私 たちは 日常生活の 中の機械 を,機 具 と して使 う手 を もって い ることを知
るの はや さ しい。か って私 は陶技修得 の時代,師 は私の未熟 なロクロを見て 「土
が手 に入 ってい ない」 と叱咤 した もの だ。作 る人間 のす べてが手で あ ることを
物 語 る言葉 として まことに貴 い。頭脳 は,又,手 で もあ る。今 日の機械 は明 日
の機 具 とな りかね ない時代だ。機具 も又手 に入 る,の だ 。手 わ ざによ る,製 品
の 「原型」 を さぐりつ く り出す行為 は,ま さ しく,現 代 の私 た ちの手 が対応 す
るクラフ トへ の最初の手の刻印 だ。信 楽 は この思考 が適 用で きる生産形 態で あ
ることは言 うまで もない。
Wお わ りに
私 は信 楽 とい う一つの生産集団 の現 状分析 を試み,そ の流 れ にそいな がら,
クラフ トへの接近 を試みて きた。 それ は クラフ ト産業の基盤 が内包す る 多くの
問題 を把 握す る ことによ って,ク ラフ ト復権 への関係構 造 を少 しで もあ かそ う
とした。 ただ,こ の考察 は,ク ラフ ト運 動 に身 を置 き,指 導機関 や企業 のデザ
イ ン問題 に関係 し,又,み ず か らが実 作者 で もある私の,ま こ とにさ さやか な
体験 的 クラフ ト論 にす ぎない。 しか し,こ の考察が導 き,私 に与 えて くれた も
のは,ク ラフ ト運 動の中の文化運動的側 面 の重 大 さの意味 をあ らためて再確認
させ られた ことで あ る。価値観 の変革 がもた らす新 ら しい状況認識 は,こ の活
動 が よくな しうるところだ。又,開 かれ た可能 性にた ちむか う勇 気 を鼓舞 す る
ばか りでは ない。 ともすれば現実回帰 の逆転 をくりかえ しやす い企業 が,社 会
の状 勢を見誤 らないため に,聡 明 なオ リエ ンテー シ ョンは常 に与 えられ なくて
はな らない。 ク ラフ ト製 品の消費者 に対す る啓 蒙や教化 も,こ の運 動 に よって
こそ行 えるものだ。私 には信楽 がク ラフ トへ の可能 性 を大 きく秘 めた産地 で あ
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ることは具体 的 に知覚 されてい る。潜在 す るエ ネルギー は重 く大 きい。 しか し,
い ま,信 楽 に強 く希求 され るもの は,巨 視 的 な状況認識 による,現 代 の ものづ
くりへ の根 源的姿勢 を確 立 す るためのよ り強 力な啓蒙 だ。 さ らに実践 への意欲
だ。そのため に,信 楽 に最 も欠落 してい るものは,ク ラフ トの文化運 動 を鼓舞
す る内的エネル ギー の統一 的結集 だ。 今年 も,又,ク ラフ トフェアー は京都で
開 かれ るとい う。1978年には 日本で世 界 クラフ トマ ン会議 も開催 され る予定 だ。
みの りある豊 かな結実 を願い禿 い。 手仕 事回生へ の期待 は 「伝産法(91Jの法案成
立 をも導 き出 して きた。喜 ば しい。 しか し伝 統産 業産地の実態 はゴこの考察 が
示 す ように,そ の都市化現 象 と とも に刻 々変貌 をとげ,深 刻で もあ る。 ク ラフ
ト運動 の道 も険 しい。 この困難 を克服 す る一つ の道 は,ク ラフ トを統 一づ ける
諸 契機 の内部構造の根源 的,・総合的把握 にこそ,存 在す るのだ ろ うと指摘 す る
ことは ゆるされるで あろ う。 それを促 すの も,又,ク ラフ ト創造へ の 自覚 ある
態 度だ と私 はおも うので ある。
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